
              

 

 

 

 

報道関係各位                     2024 年 5 月 29 日 
 

株式会社ノーザンホースパーク（所在地：苫小牧市 代表者：代表取締役 吉田 勝己）が運

営する、北海道の雄大な自然のなか馬とのふれあいを楽しめるテーマパーク「ノーザンホー

スパーク」は「Brilliant Moments〜輝く時間
ひととき

」をコンセプトにサービスを提供しています。 

このたびガーデンデザイナー梅木あゆみ氏を講師に迎え、北海道のダイナミックな初夏の

訪れとともにボタニカルガーデンの魅力にふれる「梅木あゆみの K’s ガーデン ガイドツアー」

を 2024 年 6 月 22 日（土）に開催します。 

「K’s ガーデン」は、2003 年より北海道を代表するガーデンデザイナー梅木あゆみ氏に

よりプロデュースされている約１万坪の広大な庭園で、パークの人気スポットのひとつと

して、訪れるゲストの皆様より愛され続けています。「K’s ガーデン ガイドツアー」は、ガ

ーデンの景色、花の香り、鳥のさえずり、ブーケづくり体験、そして魅力的な食事など五感

を通じて「K’s ガーデン」の魅力をお伝えすることを目的に、2012 年より開催しています。 

 

北海道のダイナミックな初夏の訪れを五感で感じる 

「梅木あゆみの K’s ガーデン ガイドツアー」開催のお知らせ 

2024 年 6 月 22 日（土） 10：00〜13：00 

 



本イベントでは、梅木氏を講師にボタニカルガーデンに華麗に咲き誇るシャクヤクをはじめ

とする、季節の花々を使用した“アレンジメントブーケづくり”を体験いただけます。さらに

“ガーデンウォーク”では梅木氏とともにボタニカルガーデンを巡り、見頃の花々やガーデン

デザインのポイント、人と環境にやさしいガーデニングのコツなどを紹介します。イベント

開催の季節は、約 1,000 品種の草花が一年で最も華やかに色づき、球形の花序が特徴的な「ア

リウム」や白と緑のコントラストが美しいアジサイ「アナベル」が見頃を迎える予定です。 

 

ランチタイムには、ガーデンを見渡せる「ガーデンレストラン」にて梅木氏が園内で育て

た食用花「エディブルフラワー」やパークのシェフ厳選の食材を活かした食事、そしてパー

クのパティシエが作るスペシャルなデザートをご用意。併せてゲストからの質問を通じ、梅

木氏へガーデニングや堆肥づくりのコツなどを聞くコーナーも設けており、ガーデニングや

フラワーアレンジメントへの興味関心が高いゲストへ特別な時間
ひととき

を提供します。 

 

ノーザンホースパークは今後も「輝く時間
ひととき

」をゲストの皆様に提供すべく、豊かな自然

環境を守り、人と馬がともに生きる持続可能な社会と、日本の馬事文化への貢献をすべく

運営を行なってまいります。 

 

 

◆イベント概要                                      

【日 時】2024 年 6 月 22 日（土）10：00〜13：00 ※前日までの予約制 

【会 場】K’s ガーデン ガーデナーズハウス 

【定 員】20 名 

【内 容】ミニブーケづくり、ガーデンウォーク、ランチ（北海道真狩産ハーブ豚と国産

和牛のハンバーグステーキ、スペシャルデザート、コーヒーまたは紅茶） 

【料 金】3,500 円（税込） 

【ご予約・お問い合わせ】 

ノーザンホースパーク TEL 0144-58-2116（9：00〜17：00） 

2024 年 6 月 1 日（土）より予約受付開始 

※雨天決行。但し、荒天時はガーデンウォークを中止し、屋内にてガーデンセミナーを開

催します。 

 

 

 

 

 

 

 



◆ガーデナー 梅木あゆみ氏について                                           

1995 年、生産直売店「コテージガーデン」を起業。年間を通し 2,000

品種以上の植物苗を生産し、札幌市百合が原公園ガーデンショップの

売店も経営。国営滝野すずらん丘陵公園、層雲峡温泉から個人庭園な

どの企画・設計・工事・管理を行う。2009 年度北海道「輝く女性の

チャレンジ賞」、2010 年度内閣府「女性のチャレンジ賞」受賞。2020

年コテージガーデン代表を退任し、「あゆみデザイン」開業。 

 

◆ノーザンホースパークについて                                      

1989 年 7 月より、北海道の雄大な自然と馬の魅力を伝え「輝く時間
ひととき

」を皆様にお届けすべ

くテーマパークを運営。総敷地面積 48 万平方メートルという広大な敷地に約 80 頭もの馬

がゲストを出迎える。競走馬生産育成牧場のリーディングファームであるノーザンファー

ムを母体とし、北海道のサラブレッド生産の歴史や馬の生態を学べる資料館など「楽し

む」だけでなく「学べる」プログラムも展開。また引退競走馬のセカンドキャリア支援や

馬の排泄物を利用した堆肥の活用など、事業に基づいた持続可能な社会を目指した取り組

みも開園以来行っている。   


